
台風に伴う船舶海難の傾向と対策

平 成 3 0 年 9 月
交 通 部 安 全 対 策 課

秋季には、台風の影響による海難が

多く発生します。

その傾向と対策を知って、未然に

船舶海難を防ぎましょう！



１．台風に伴う海難の傾向と対策のポイント

傾向

対策のポイント

 台風の動向を知るために、最新の気象情報をチェック

 台風に備えて係留索の増強や陸揚げなどの対策を講じましょう

 台風に伴う海難は夏季から秋季にかけて多く発生

 船舶用途はプレジャーボート・漁船が約８割

 海難種類は転覆・無人漂流（係留不備）・浸水が約７割

 約８割は係留中に発生し、防止が可能と考えられる海難が約５割



２．台風海難発生状況

（隻） 台風に伴う船舶海難の月別発生状況（H25－29累計）

（隻）

台風に伴う海難は夏から秋にかけて多く発生します。
台風の動向を知るために、気象情報のチェックを心掛けましょう。
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プレジャーボート, 

112隻, 41%

漁船, 108隻, 

39%

貨物船, 12隻, 4%

遊漁船, 6隻, 2%

タンカー, 4隻, 2%

旅客船, 3隻, 1%

その他, 29隻, 

11%

転覆, 87隻, 

32%

運航不能（無人漂流

（係留不備））, 65

隻, 24%

浸水, 51隻, 

18%

単独衝突, 14隻, 

5%

乗揚, 10隻, 

4%

運航不能（走錨）, 

13隻, 5%

その他, 34隻, 

12%

３．台風時は転覆や船体の流出に注意！

※運航不能：運航に必要な設備の故障等により航行に支障が生じたもの

台風に伴う船舶海難の用途別・海難種類発生状況（H25－29累計）

台風に伴う海難は、プレジャーボートと漁船が約８割を占めています。

また、転覆・無人漂流（係留不備）・浸水が約７割を占めています。

【海難種類別の割合】【船舶用途別の割合】

２７４隻

約８割

２７４隻 約７割



荒天準備不良, 81隻, 

30%

気象海象不注意, 

31隻, 11%

船体機器整備不良, 14隻, 5%

避難時期不適切, 8隻, 3%操船不適切, 7隻, 2%

その他人為的要因, 

10隻, 4%

異常気象, 101隻, 

37%

その他不可抗力等, 

22隻, 8%

４．約８割が係留中に発生

台風に伴う船舶海難の動態・原因別発生状況（H25－29累計）

海難の約８割は係留中に発生しています。

荒天準備不良や気象海気不注意などの防止が可能と考えられる海難が

約５割を占めています。

【動態別の割合】 【原因別の割合】

約５割２７４隻

係留中, 206隻, 

75%

航行中, 31隻, 

12%

錨泊中, 19隻, 

7%

漂泊中, 9隻, 3%
その他, 9隻, 3%

２７４隻

約８割



５．過去の海難に学ぼう！

台風に伴う船舶海難の主な事例

台風接近時はいつも通りの係留では不十分です！
必要に応じて、 「係留索の増強」「シートで覆う」「重量物の取り
外し」「陸揚げ」などの対策も行いましょう！
また風・うねりが強くなってからの作業は危険です！

漁船Ａ丸（１トン）は港内に係留中のと
ころ、台風の影響で浸水し転覆したもの
で、 所有者は台風が接近することを把
握していたが、今まで問題なかったため、
普段通りに係留していた。

事故発生日、風雨が強くなったため、
所有者はＡ丸を確認しに岸壁に向かっ
たが、強風や風雨の強さにより、どうす
ることも出来なかった。

気象：風速22m/s 波高1.5m うねり2m

【事例２】【事例１】

漁船Ｂ丸（９トン）は港内に係留中のと
ころ、台風が接近していたことから、
所有者により係留索増強等の措置を
講じられていたが、十分な対策ではな
かったため、強風と波浪に耐え切れ
ず転覆したもの。

気象：風速23m/s 波高5m うねり3m


